６１１
種田がいた。種田は、アパートに住んでいた。種田には、ワープする能力や、ワープさせる能力があった。種田は、食い逃げを繰り返した。そして逮捕された。しかし、彼女を、精神病棟に入れようと、刑務所に入れようと、拘束しようと、ワープして、すぐ逃げてしまう。なので、ある日、刑務所の人は、種田を、薬物を使い、昏睡させた。すると、夢の中に、神が現れた「能力を濫用シすぎたな。種田。チェックメイトだ。」種田「わたしは、こういう生き方しか、出来ないのです。」神「ワタシガ、アドバイス　シテヤロウ。」タネダ「ホントウデスカ？」神「例えばそうだな、魔術を使ってしまえ。全ての連中の記憶を抹消するのだ。」種田「そんな事よりも、薬を効かなくすればいいと、思います。」神「言われてみりゃ、そうだよな。いや、それでは根本的解決に、」種田は、目覚めた。薬はもう通じなかった。種田は脱出した。種田は、ワープして、コンビニに入り、ハムを盗んでは、即座に逃走する。すでに、彼女は、コンビニのブラックリストに乗っていて、顔が公表されている。なので、普通に入店は、出来ない。そんな種田は、大学に通っていた。種田は、授業が開始すると、教室にワープして入ってくる。そして、点呼に応じると、ワープして、立ち去る。レポートは、適当に書いて提出していた。教科書もある事だし。実際は、こうじゃなくて、授業を聞き流しながら、宿題やっておくのが、一番効率良い様に思えるが、種田は、人混みが嫌いだった。なので、すぐ一人になりたがった。なので、授業には、参加していなかった。ある日、種田は、家にいて、スパゲティを茹でて食べていた。種田の家には、テレビは無い。基本何も無い。冷蔵庫すら無い。布団がある。本はちょっとだけ置いてある。教科書もある。トイレも無い。トイレや、風呂は、共同で使う事になっており、外にある。種田は、アルバイトしていた。それは、牛乳配達だった。まあいいやこれで。種田は牛乳配達の時に、牛乳と自分をワープさせて、対象の家に行く。そして投函する。住所は、グーグルマップで調べる。そんな感じだった。種田は、ブログを作って、みんなに、牛乳を飲む様に呼びかけたり、ツイッターで、ああ、フェイスブック大嫌いだ。自分の牛乳屋の、アカウントに、リンクを張ったりしていた。そして、牛乳の効能や、牛乳の搾乳の方法や、賃金などを、紹介していた。そうやって、牛乳に親しみを持たせて、自分の仕事を増やす作戦だった。種田は、ほとんど労働時間も無いのに、成績優秀だと、牛乳屋で評価されていた。種田は、空いた時間は、サボって過ごした。ん？　種田犯罪者だったけど、まあ、記憶消す魔術でも使ったんじゃないのかな。種田は、色々な魔術で、調整を行っていた。ところで、種田は、遠くの物をワープさせる時は、精度ガオチル。まず、命中精度がある。対象を選ぶ精度である。しかし、ワープさせる、対象位置に関しては、大抵どんな場合でも、正確に選ぶ事ができる。また、ワープ不能な場所には、ワープさせる事は出来ない。壁の中にワープさせる事は出来ない。ただし、水中になら出来る。ナノデ、タネダワ、サツガイシヨウトオモエバ、デキシ　ニ　ミセカケテ、アイテヲ　サツガイ　スルコトガ、デキル。さて、種田が、のんびり、アイスを食べていると、目の前の道路で、人が轢かれそうになっていた。その人は、路上で昼寝していたのである。種田は、自殺志願者だと判断したが、一応助けてやった。ところで、牛乳屋は、アイスも一種類だけ販売していた。種田は、アイス届ける仕事もやっていた。これは、クーラーボックス使うので、牛乳配達よりも、高級な仕事であった。種田は、原付には乗れるが、車には乗れない。なので、給料は安かった。時給５００円。車運転出来る人は、７５０円も貰っている。種田は、その人を観察する為に、自分の隣の席に、ワープさせて、連れてきた。精度的には、問題ない範囲だった。種田は、雇い主を、洗脳して、自分が、ワープ出来るのを、彼に対してだけは、公然の事実にしておいた。なので、原付きも、車も使わないで、普通に、アイス配りをしていた。さて、その人は、熟睡していた。山田は、アイスを食べながら、その人が、目覚めるのを待っていた。一時間ぐらい待った。山田はその間、アイスを、１０こ食べていた。目覚めた。山田は言った「自殺志願者？」相手の女の人は答えた「これは、魔術の修行だったんだ。心配しなくても良かったのに。」山田「事情は、把握しているようだね。」さて、この女性は、安田という名前であった。安田は言った「わたしの魔術の修行は、このフェーズに入っている。それはつまり、２００回、トラックのタイヤに、潰される事。だからわたし、真ん中じゃなくて、横の方に寝ていたでしょう。」山田「今までに、何回潰されたの？」安田「まだ一回も、潰されてないよ。」山田「魔術とか、そういう修行必要なものなの？　嘘じゃないの？　一撃で死ぬんじゃないの？」安田「一撃コロリ。嘘じゃないよ。わたし魔術使えるもの。」彼女は、ライター無しで、マッチに火をつけてみせた。種田は言った「確かに、発火出来るみたいだね。」安田は言った「私は安田だ。暇なんだ。あなたの家で休ませて欲しい。」種田「安田が休むという訳だね。いいよ。」種田は、ダジャレが出たので、安田を休ませる事にした。安田は、安らかに、種田の布団で休んだ。なんで、安らかと、休むの、字違うんだろう。同じでいい筈なのに。同じにしよう。安む。安田は、寝ながら説明した。「魔術の修行には、いくつも項目がある。別に、車に轢かれるだけが修行ではない。」やっぱ、種田山田にする。種田→山田「どんな修行があるの？」「天界へ行く。」山田「確かに、それは魔術っぽいね。」本格的である。安田「天界に行く方法を、今打診しているんだけどさ、天使を呼び出して、天使に乗って連れて行って貰えばいいと思っているんだけど、神殿は、神を呼び出す場所、なんだけどさ、天使を呼び出す場所って、一体何処なんだろうって、部分が、よくわからなくて、困っている。それと、神殿が、神を呼び出す場所ってのは、多分語弊があって、神が住んでいる場所が、神殿なんだと思う。ところで、神殿と礼拝堂は、違うらしい。」山田「そうなんだ。」「ただ私は、天使を呼び出したい訳だから、そこは神殿ではないし、天使でんでも無い。天使住んでいる場所に行っても、天界に行けなきゃ意味無いからね。こうなると、２００回トラックに潰される方が、楽なのがわかるでしょう。」山田「確かにそうだね。」安田「そして、私の目的が、天界に行く事だとは、言ったけど、天使の性質に関し、問題があって、天使は、神の力を、運んでくる性質があるけど、神の元に、回収する性質が、弱いらしい。」山田「天界に召された人いるから、行く事は可能な筈だけどね。」安田「もし、彼を神が天界に回収した時に、天使使われているなら、私もやり方次第で、天使を使って、天界に行く事が出来るが、別の手法を使った場合は、ちょっと難しくなりそうだ。」さて、安田は黙った。それから、コップから、水を飲んだ。「それでなんだけど、天使の形状は、色々ある。」山田「そうなんだ。」「その内の一種類の形状を持っている、城があるんだけど、天使の役割が、力を運んでくる役割だから、私を運ばせる事も出来ると考えれば、天界に行ける訳だ。」山田「運んでいく役割でもあるけどね。」安田「確かにそうだ。とりあえず、この地所に、観光に行こうと思っているんだけど。」山田「なんで？」安田「この、天使の形状をした城は、基本的には、パワースポットになっているとだけ、予想される。だけど、私を、天界に送る装置としても、利用出来るかも知れない。」山田「なる程。」安田「一緒に行かない？」山田「それ何処にあるの？」安田は、城の住所を説明した。山田は答えた「考えてみれば、私ワープ出来るので、別に距離とか測らなくても良かったんだ。場所がわかったからいいよ。行く。」安田は、飛行機で、そこへ向かった。山田は、ワープして、そこへ向かった。山田が到着すると、一人の人が、待っていた。その人は、電話していた。彼は、電話を切らないまま、山田に尋ねた「あなたはもしかして、山田かな。」山田「そうです。」彼は、山田に手を差し伸べた。「よろしく。安田の知り合いです。」山田は、握手した。言った「よろしく。」さて、彼の名前は、似内だった。似内は言った「安田を待ちます。」山田「わかりました。」二人は、安田の到着を待った。似内は言った「私は、安田とは、職場の同僚という、関係です。」山田「そうでしたか。」さて、安田が到着した。山田は、似内に言われて、３人で、何かを運んだ。１０ｋｍ程度移動させた。似内は言った「これで、私の役割は終わりです。では、さようなら。」彼は去っていった。安田は言った「では行こうか。」さて、目的地までは、森を抜ける必要があった。二人は歩いた。そして、小屋があったので、そこに入って休んだ。そしたら、誰かやってきた。その人は言った「似内だ。」安田「こんにちわ。」山田「帰ったんじゃなかったんですか？」似内「一旦帰っただけだ。」似内が合流した。似内は言った「さぁでかけようか。私は必要の無い時は黙る事にする。ほら、行きなさい、安田。」安田「わかった。」安田は先頭に立って移動した。「似内と此処で合流する事は、予め決まっていた。」山田「ふうん。」さて、森を抜けて、目的地の、城についた。城は、森林に囲まれていた。しかし、手入れがされており、城の周りは伐採されていた。山田は言った「此処から、天界に行く予定だったね。」安田「そうだよ。とりあえず、城主の人と、話をしてみようか。」山田「うん。」３人は、城に入ろうとした。しかし、入り口が無かった。３者は、城の周りを、くるくると廻った。いつの間にか、男が、３人の横に立っていた。男は言った「どうしたのかね。」安田は答えた「天使に乗って、天界に行きたいんです。」男は答えた「試してみるといいぞ。」彼は、自分のヒゲを３本抜いて、それを捨てた。すると、扉が、地面からはえてきた。彼は扉を開いた「私の城に案内する。」３人は、男に続いた。そして城に入った。そして、試してみた、結果的に、駄目だった。安田は言った「おかしいなぁ。天使は、運ぶ時にも使える筈なのに・・・。」男は答えた「私の城の作りが、甘いのです。申し訳ない。」安田「試してみたら、やっぱり駄目だった。って　ところですか？」男「そうだな。」安田「ごめんなさい山田、似内。駄目でした。」山田「では本番と行くか。こういう城では、豪華な食事とか、出るものでは無いですか？」安田「それが目当てだったか。」男「仕方ないですね。普通のグレードの食事を出しましょう。」普通のグレードとは、普段彼が、城で食べているグレードであった。パンとチーズが出た。山田はそれを食べた。山田は言った「美味しいけど、思ったより質素だ。」男「バレたか。明日は標準レベルまで上昇させてやろう。」山田「夕飯は？」「わかったよ。」昼飯では、豚の血入りのソーセージが出た。山田は喜んだ。なんで、血なんか入れるのか不明だけどね。血は食べてはいけないんじゃなかったか？　さて、似内は、此処に残る事になった。此処とは、城である。いっぽうで、山田と安田は、家に帰る事になった。帰り道は、山田は、安田を送ってやった。安田は、ワープして、家に戻った。さて、山田は、大学に出ていた。それから、家に戻った。山田は、ワープばかりしているので、滅多に、屋外に出ない。外では、安田が待っていた。アレ以来、山田と安田には、親交がある。安田が、インターホンを押すと、山田は、安田を家に入れた。山田は言った「あのソーセージ、超美味しかった。食べる為だけに、もう一回行きたい。」安田「私は、トラックに轢かれる修行再開したよ。天使に関する事が、難しくて、もう諦め気味だよ。私は、トラックに轢かれる時、硬化して、破損を防いでいる。」山田「硬化かー。」種田に戻す。まあ、この種田の名前は多分、種田山田なんだろう。山田がミドルネーム。というのは、山田は通常、ワープ出来ない。蘇生出来るだけである。種田は、ワープ出来る存在の時の名前として、定義したいが、自分で覚えてられるか、不安である。しかし、ワープしない時がおおい。そういう側面は、種田は、山田的でもある。この山田は、種田の側面も持っている。で　いいだろうか。まあ、種田山田って名前だと、覚えてもらうと、助かる訳だ。さて、山田は、安田に提案した「散歩に行こう。」二人は散歩し始めた。二人は、河川敷で、座って川を眺めた。さて、安田は山田に言った「修行の一環です、敵を召喚しますが、いいですか？」山田「別にいいよ。」山田は、不死能力があるのが、つまり山田だったが、この話で、ワープ能力も得てしまったと思うが、さて、記憶していられるだろうか。そんな山田だから、敵を呼ばれても、特に問題なかった。異様な現象が起こった。そして、敵が出現した、ワープしてきた感じだった。山田は感想を述べた、「わざわざ、敵を呼び出すとはなぁ。」敵は、安田の敵であって、山田の敵ではなかった。敵は、安田の顔を、ぶちのめした。安田は、顔を硬化させて、攻撃を弾いた。さて、敵は、影を実体化させ、それでも攻撃してきた。双方から、安田は、ボコボコに蹴られたり、殴られたりした。一人の敵は、安田を、柔道の技で、押し倒した。そして、もう一人の敵は、その安田の顔を、蹴り飛ばした。倒れている相手に対し、顔を蹴る行為を行った。安田は、硬化して防いだ。安田は、槍を取り出して、槍で、影を突き刺したが、影には通じなかった。安田は、本体の敵にも攻撃したが、本体の敵は、攻撃を受けると、影と入れ替わって、攻撃を避けてしまう。安田は、双方に、同時に攻撃を出した。すると、本体に刺さった。そしたら、敵は、ばったり倒れた。安田は言った「もう終わりか。」山田は手を叩いた「おみごと。」安田は言った「敵がいなくなって、つまらないから、また呼ぶ。」山田「見物料取ったら、どうだろう。」見物人が、生じていた。さて、安田は、敵を呼び出した。そして見物人に対して言った「今から、模範演技を見せます。」そしたら、敵が、安田に攻撃してきた。敵は今回、影の分身を、３つ出してきて、４人で攻撃してきたし、槍を持っていた。安田は、槍の刺突を、硬化して防いだ。敵は、どんどん刺してくる。安田は、トランセルとか、コクーンみたく、かたくなる　を　し続ける。山田は感想を述べた「防戦一方だね。」安田は、硬化したまま、身体から、棘を突き出して、敵４人を、同時に突き刺したが、敵は賢くなっており、また、槍で刺していたので、距離が開いていて、回避が間に合った。敵は、影だけに攻撃させるようになった。そして、影の数は増えて、７人になっていた。７人の影が、安田を突き刺しまくる。安田は、硬化を続けていた。安田から、一本の棘が伸びて、本体へと延びた。本体は攻撃をかわして、かなり遠くへ、逃げてしまった。安田は言った「逃げるなよ」敵は答えた「逃げるに決まっているだろ」山田は、感想を述べた「敵喋れるのか」さて、敵は、影を加熱しだした。影は、安田にまとわりついた。安田は言った「やめろっ！」安田は、暴風を放出して、影を吹き飛ばそうとしたが、影を飛ばすなんて事は出来ない。影は、安田にまとわりついたまま、どんどん温度をあげていった。安田は茹で蛸になった。暴風を放出された時に、山田はふっとんで、見物人の群れに、突っ込んだ。一人の見物人は、山田を、戦場にほうり返した。山田は、影と、安田に突っ込んでいった。影は、山田を、まるこげにしてしまった。山田は、まるこげになってから、ハイハイして逃げた。そしたら、影に、ケツを蹴り飛ばされた。山田は、転がっていった。見物人は、呆然と、それを眺めていた。山田は、裸になったので、仕方ないので、草むらに隠れた。さて、安田は、穴を空けられて、その中に、ガソリンを、注入されていた。そして、内部から、発火させられた。安田が生きているとしたら、奇跡である。きり　で　穴を空けられた。さて、安田は、棘を出した。まだ生きていた。棘は、すごいスピードで、本体へと、延びていった。本体は、攻撃を避けた。安田は言った「畜生！　避けるなって言っているのに！」本体「断る。」安田は、更に、棘の先から、気温を低下させて、本体を凍らせようとしたが、本体は、一瞬で、遠いところに移動した。それから、さっきまで、加熱攻撃していた、影連中は、気温を低下させる攻撃に変更した。安田は、とりあえず、かたくなって、身を守ろうとした。安田の身体は、−１８０度にされた。安田は、何故死なないのか不思議だが、あるいは、体内まで、温度が届いてないのかも知れない。安田は、とにかく、次々と、棘を出して、本体をおいまくった。本体は、次々と、攻撃を避けていく。そのまま本体は、どっかに、逃げていってしまった。安田は、焦った。しかし、影は攻撃を続けている。彼女は、誰かに助けてほしくなってきたが、自分で解決しないといけない。しかし、どうしようもなかった。そのまま、彼女は、氷漬けにされた。影は立ち去っていった。彼女は、発熱して、氷を溶かした。見物人は言った「多分アレは、負けたんだ。」見物人は、少しだけ、金を置いていった。負けたけど、一応試合をしていたので、その為であると思われる。安田は、地面を叩いた「馬鹿な！　私が、逃げられるだなんて！」山田は、安田に言った「服を持ってきて欲しい。」安田は答えた「山田。私の上着をきろ。」彼女は、自分の上着を脱いだ。そして、ズボンも脱いだ。山田は、それらをはいた。安田は言った「今日はもう帰る。」彼女は、去っていった。山田も、自分の家に帰った。そして、安田の服は、洗濯して、自分の服を着た。さて、後日、安田はやってきて、山田から、衣服を受け取った。安田は、それを、トランクケースにしまった。それから言った「もう暫く戦わない。服買いに行こう。」山田「うんわかった。」二人は、服を買いに出かけた。山田は、服一着失っていたので、一着購入した。安田の場合、服失ってなかったので、買わなかった。さて、二人が、道路を横断していたら、一台の車が、突っ込んできた。当たり前っちゃ、当たり前である。安田は、車を、粉々に破壊した。山田は感想を述べた、「私だったら、車をワープさせていたところだよ。」さて、二人は、向こう岸についた。二人が、歩道を歩いていると、ミサイルが飛んできた。安田は、それを爆破した。すると、爆風で、二人は吹き飛ばされた。二人は、地面を転がった。そして、道路に飛び出した。トラックが走ってきた。山田はワープして、一人で逃げた。安田は硬化して、トラックに轢かれた。安田は、何度か轢かれてから、歩道に戻ってきた。そして、硬化を解いた。さて、その後二人が、歩いて、公園にいって、ベンチに座っていると、似内がやってきた。安田は言った「アレは似内だ。」山田「確かに、そうだった気ガシマス。」似内は、二人に言った「別荘行こう。」安田「私はいきません。行くなら二人で行って下さい。」似内「どうしたのさ。」安田「私は明らかに怒っています。あなたは、天使の城をほったらかしにして来ました。」似内「だって、パンとチーズ食べるぐらいしか、取り柄が無かったんだもの。」
山田「あれ？　ソーセージは？」似内「私が帰るまでは、パンとチーズしか、出さないって言っていた。」山田「ははぁ。」似内「安田、自分で行くしか無いだろうな。」安田「そうなんですよ。」安田は、去っていった。似内と山田は、似内の別荘へ行った。さて、敵がいた。別荘は、敵の巣窟と化していた。山田は、別荘に入るやいなや、剣で刺突された。敵は、１０人くらいいた。それらは、山田を取り囲んで、次々と、刃物でさしていった。刃物は、そこらじゅうに、刺さっているのを、拾って使ったり、空間から、取り出して使ったりしていた。山田は、剣の団子状態になった。山田の下は、血液で、水たまりが出来た。さて、似内がいた。似内は、困っていた。襲われているのは、山田だけだった。さて、山田を、団子状態にすると、１０人の敵は、似内を、ジロっと睨んだ。似内は、ドアを開いて、外に出てから、ドアを締めた。それから、窓から、中の様子を見た。敵の一人は、カーテンを閉めた。似内は、山田に声をかけた「大丈夫か？」返事は無かった。似内は、時計を見た。そして、５分くらい経過してから、扉を開けて、中に入ると、そこには、敵も、山田も、両方いなかった。山田は、部屋の奥に、移動させられていた。そこで、剣を、刺したり、引き抜いたり、させられていた。山田は言った「誰だお前らは。」敵は言った「敵だ。」敵は、敵である。さて、似内が、その部屋に入ろうとすると、床の底が抜け、似内は、落下していった。そして、棘が天井に向けて、そびえ立っており、似内は、それに突き刺さった。さて、敵は、山田に言った「これから、拷問を始める。」敵はまず、山田の目玉に、ナイフを突き刺して、目玉をえぐりとった。それから、もう片方にもそうした。それから、顎をこじ開け、チューブを差し込んで、毒液を送り込んだ。鼻を摘んだ。山田は、口で息するしか無いので、毒液を、飲み込んだ。そして、敵は言った「これが、拷問だ。」その後敵は、タバコを吸って、タバコの煙を、山田に吐き出した。それから、タバコに火をつけ、山田の鼻に、差し込んだ。両方に差し込んだ。それから、タバコに火をつけ、山田の口に差し込んだ。耳にも差し込んだ。それから、タバコの火をつけ、吸う側ではなくて、火がついている側を、耳の穴にねじ込んだ。敵は言った「これが、拷問だ。」部屋の中は、タバコで充満したし、山田の肺の中も、タバコで充満した。確かに拷問である。問う事は無いが。それから、敵は、山田の頭の上から、ウイスキーを降り注いだ。さて、発火した。部屋は火に包まれた。敵は、燃えてなお、ひるまなかった。山田も燃えていた。そのまま、別荘は、灰となった。似内は、身体から、刺を抜くと、地下通路を通って、洞穴から、外に出た。山田は、別荘から、這い出してきた。山田は生きていた。敵１０人は、再び現れた。そして、山田に、難癖をつけ始めた。「山田、何故そんなに、お前の髪の毛は長いんだ？」山田「極端には、長くないですよ。」１０人は、山田を殴ったり蹴ったりしだした。山田はむしろ、１０人に尋ねたかった「何故、あの炎の中から、平気で戻っているのですか？」そしたら、似内が現れた、似内は、山田を蹴っている、１０人に、難癖を、つけ始めた、「何故、お前らは、１０人も一緒になって、行動しているんだ？」１０人は答えた「その方が強いからだ。」似内「お前らは何故、山田を蹴っているんだ？」１０人「サッカーの練習だ。」似内「私も、サッカー大好きなんだ。練習に混ぜてくれよ。」似内も、一緒になって、山田を蹴り出した。似内は、質問していただけであった。しかし、途中で、１０人は、蹴るのをやめて、木刀を、手にとった。１０人は、似内に説明した。「サッカーよりも、剣道の練習の方がいいぞ。」似内「黙れ。私は一人でも、サッカーの練習するんだ！」似内は、山田の鼻を蹴った。山田は鼻血を出した。１０人のうちの一人が言った「お前の名前は、なんて言うんだ？」似内「似内だ。」「サッカー大好き、似内君か。」似内「お前の名前は、なんていうんだ。」相手「名前は無い。しいて
言うならば、私の奥義の名前は、後悔なら、あの世でするがいい。だ。つまりだが、これが私の名前で良い。」似内「奥義を持っているのか。」さて、残りの９名は、各々の奥義で、山田を、突き刺し始めた。木刀で。後悔「私の奥義を、お前に使わせてくれ。似内。」似内「私は奥義を持ってない。しいて言うならば、殴る殴る殴る　だ。」後悔「行くぞ。奥義を使う場合、我々のケースでは、奥義の名前を喋らなければならない、いくぞ似内、後悔なら、あの世でするがいい。」彼は、奥義の名前を、つぶやくと、似内に、木刀で、襲いかかった。似内は、木刀をうばうと、へし折った。後悔「BA☆KA☆NA!!　私の奥義が、敗れるなんて！」後悔は、山田の顔を、回し蹴りにした。八つ当たりである。後悔は言った「似内、私の奥義は、１つでは無いのだよ。他にも見せてやるよ。しかし対象は、この女だ。お前は、私が木刀で責めていたから、木刀を破壊する事にした。しかし、脚で責めたなら、脚を破壊しただろう。違うか？　だから、お前には、奥義は使わない事にする。この雑魚☆い女に、使う事にする。」似内「山田をあまり、侮辱しない事だ。山田は、受けたダメージを、蓄積して、相手に跳ね返す効果を持っている。その名も、がまん　だな。」ポケモンの技である。後悔「何ぃ？」さて、周囲の連中は、青ざめた。あまりにも、ダメージを蓄積させ過ぎている。暴発する事になるだろう。似内「冗談だ。」後悔「怖い事言うなよ。それとも何か、お前自身に、攻撃を受けたいというのか？　行くぞ似内、奥義、吠えるな小僧！」似内は、おっさんである。小僧では無い。後悔は、２０歳ぐらいである。似内は、硬化して、攻撃を防いだ。似内の身体は、後悔するのは、あの世にしたらどうだ。の拳に、まとわりついた。そして、彼の拳は、消失していた。後悔「なかなか、やりおるな。」さて、似内は、フェイスマスクを外した。すると、若返った。後悔は言った「一体どういう事だ！？」似内「お前が、私を若者呼ばわりしたので、私は若返ったのだよ。」４０歳ぐらいから、２０歳ぐらいに、若返った。「さて、山田虐めでも、再開するか。ところで、惨劇の事を、グランギニョルと、言う場合があるらしいぞ。」なんか、ルビに書いてあった。「何故真剣を使わないんだ？」似内は、剣を手に取った。そして、山田を突き刺した。後悔「なかなかやるな。」山田「似内、あなたは思ったより、酷い人です。この事は全て、安田に報告します。」似内「あなたの友達だったな。別に、確かに、安田は、私の同僚だが、それ以外に、何の、義理も彼女には無いし、あなたとは、無関係同然なのだよ。」彼は、剣を振りかぶって、山田を、肩から切り裂いた。それから言った「やはり、切り裂くなら、剣より、刀の方がいい。そうは思わないか。」後悔「そんな攻撃では、手緩い。」彼は、山田の首を、ワープさせた。彼もワープ使いだった。山田の心臓は、血液を循環させている。心臓ポンプは、血液を、無くなった山田の首元から、外へ送り出した。血液は、心臓から出て行く脈・・・動脈から、放出された。山田の首元から、血液が噴出した。山田の胴体は、倒れた。似内「一瞬だったな。無言の死も、また美しい。」これ、なんかのセリフなんだけど、なんだっけかな。後悔＝後悔するなら、あの世ですればどうだ。後悔は、あとから説明した。「この、首だけワープさせる技を、生首飛んだ。という。冗談だ。もっとかっこいい名前を用意している。戦場で、戦う意思を放棄した場合、命は無い。だ。」似内「いや、生首飛んだ。の方が、いい名前だ、お前が、かっこいいと言った、技名は、実をとってない。その技名は・・・カッコだけだ。なんというか、物理法則に違反している。」「煩い。私のまたの名は、１００の技名を持つ男だ。無関係でもいいから、技名つけさせろ」さて、山田は、生首飛んだまま、起き上がった。そして、首を生やした。似内は、感想を述べた「亀みたいだな。」山田は言った「こう考えます。猫が、ネズミで遊んでいる程度です。あなたたちが、やっている事は。つまり、可愛いものです。私はネズミより強いので。」後悔なら、死んだあと、すればどうだ「それはつまり、１００技を使っていいって意味だな？」さ山田は答えた「いいですよ。」後悔「後悔なら、死んだあとにしろ。」似内「他の技名にしてくれ。」後悔「まだだ。がっかりするのはまだ早い。覚悟は良いな、小僧。」後悔は、似内の方に、殴りかかった。似内は、攻撃を受け止めた。似内は言った「どうした？　もうろくしたのか？」後悔「ミスった。小僧と発言したせいで、女に攻撃出来なくなったんだ。次は、ミスらない。」似内「あなたの技名は、小僧を攻撃する用に、発達しているみたいだな。」後悔「後悔するのは、まだ早い！」希望に満ち溢れたセリフである。彼は、山田を蹴り飛ばした。後悔「まだだ、まだ終わらせない。」さて、山田は、遠くにぶっとんでしまったので、彼は、山田を、見えない力で、引き寄せた。山田は感想を述べた「ワープさせればいいのでは、ないのですか？」「この方が、燃費がいいんだ。」山田「へー、そうなんだー。」後悔「貴様、私を馬鹿にしているな。見せてやろう、次の奥義、たった一発で、あなたを倒してみせますよ。」さて、彼は、山田の心臓を、ワープさせて、彼の手のひらにおいた。似内は突っ込んだ「またワープかよ・・・芸がないな。」山田は倒れた。後悔「倒したんだから、文句言わない。」彼は、心臓を、放り投げた。ブヨブヨしているので、手から滑り落ちた。似内「暇だな、チェスでもしようぜ。」彼は、残りの９人に言った。後悔「貴様、私の技が、１００個みたいとか、さっきゆうてはったでは無いか。」似内「言ったっけか？　忘れた。」さて、山田は、心臓を復活させて、起き上がった。山田は似内の代わりに答えた「私はみたいです。ぜひ見せて下さい。」後悔「そうか、そうか、まだあるからな。」似内「・・・」彼も傍観していた。彼は言った「どうせまた、ワープだろ。」「ワープを馬鹿にするな！」後悔は、似内を、空中へと飛ばした。ワープで。似内は、ふわりと、地上に着地した。似内は言った「かなり荒れているな。大丈夫か？　駄目なら殺すけど。」後悔「ちっ。一番強い気でいやがる。」似内「私は最強だ。全員愚民の下僕でしかない。」山田「似内、こういうキャラだったのか・・・。」後悔「荒れているのは、貴様の方だ似内。」似内「あんだと？　やるのか？　ごら。」似内は、後悔なら、死んでからにしろ　の　目を、睨みつけた。後悔なら、死んでからにしろ　は　目をそらした。似内は言った「全然、駄目じゃねえか。」山田は言った「似内が、後悔さんを虐めている。」後悔「私は、こいつより弱いので、虐められても、仕返しを出来ない。なので、山田を攻撃して発散する。」山田「ヒエラルキー。」後悔は、言った「これで、俺の勝ちですよね！？」彼は、山田を爆破した。山田の肉片が、飛び散った。似内「それを私にやってみろ。避けてやるからさ。」後悔「速度が遅いんだよな、考えてみてくれ。呪文の詠唱速度を。これで、俺の、勝ち、ですよね。３秒はかかっているんじゃないのか。ところで、今まで私が使った技名は、５つくらいあったんじゃないのかな。覚えておいてくれ。あと、９５こか、気が遠くなりそうだ。」似内「飽きられる男だ。」後悔「黙りんしゃい。」しかし、山田が、まだ、死んでいるので、後悔は、攻撃出来ない。後悔は言った「山田が死んでいる、似内、貴様を攻撃する事にするぞ。」似内「そうか。やってみろよ。」後悔は、似内を攻撃した。「気絶している。」似内は、攻撃を避けた、この攻撃は、相手の脳みそを、爆破する攻撃だった。しかし、似内は、首をそらして、攻撃を避けた。似内は言った「呪文の詠唱速度が遅い。気絶。だけで、出来ないのか？」後悔なら、死んでからにしろ「出来ないんだよ。」似内「それは問題だな。」さて、山田は復活した。山田は言った「確かに、飽きてきますね。」後悔「黙りんしゃい。」山田「バトル展開など、この程度です。やっぱセックスしないと駄目ですよね。」似内「単純な奴め。」まあ、ふさわしい人・・・高度なバトルが出来る人なら、多分いいんだろうね。高度なバトル。しかし、元軍人でもないのに、軍事シュミレーションするなんて、馬鹿げている気はする。自衛隊員が、小説書くしかないな。書けるものを書くしか無い。さて、後悔は言った「今は、技は打ち止めだ。」そして、残り９人と、トランプを始めた。山田は言った「実際は、５つしか、技のバリエーション無いじゃないですか。」後悔は、死んでからにしろ　は　無視した。似内は言った「さて、サッカーボールを始めるか。」山田「あなたの方が、いじめっ子です・・・。」似内は、山田の腹部を蹴った。山田は、ふっとんだ。２００ｍくらい。そして、壁に叩きつけられた。似内は言った「私はもう子供では無い。」そこが問題らしい。似内は、ワープして、酒蔵に忍び込んで、ウイスキーを持ってきた。そして、ワープして、倒れている、山田の前にやってきた。山田が、脚をつかもうとすると、山田は感電した。そして倒れた。似内は、山田の頭に、ウイスキーかけたあとに、マッチを擦ってから、マッチを、山田に投げつけた。山田は炎上した。似内は、酒を飲んだ。そして言った「山田も酒を飲めよ。」似内は、山田が鎮火するのを、待っていた。暫くすると、アルコールは燃え尽きたので、山田は鎮火した。山田は言った「あなたの方が、ワープ一辺倒の、後悔さんより、エグい気がします。」似内は答えた「エグいの意味知っているのか？」山田「エグみがある。味の問題です。」さて、似内は、山田の顔を、蹴り飛ばした。似内は、足の先を、山田の口に突っ込んだ。山田の前歯は吹っ飛んだ。似内は言った「どうだ。私の味は。」山田は、口から、足を引き抜いた。そして言った「すみません。発言に気をつけます。」似内「怯えるなよ。可愛い子猫ちゃん。」山田「ふがふが。」歯が折れている。さて、似内は、去っていった。山田は、似内がどっか行ったので、家に戻った。山田は、大学へ行って、授業受けていたが、夏休みに入った。なので、暇になった。ある仕事に、応募したら、受かった。それは、化粧つけなきゃいけない仕事だった。山田は、化粧した。多分化粧水を、つけておけば、どうにかなるであろう。そうした。未知の世界である。苦手な世界だな・・・。ところで、何故化粧しなきゃいけないかというと、撮影がある　訳ではなく、化粧してないと、肌が、ボロボロになるからである。説明しよう。ある施設に入っていく。その施設には、瘴気が満ちている。その外気に、直接触れないように、化粧する必要がある。そんな感じ。なので山田は、衣服をつけてない箇所には、化粧水は、塗り込んでおいた。そして、水中メガネをした。目に、瘴気がしみるのを、防ぐ為である。さて、仕事が終わった。給料を受け取った。次の仕事が入った。温泉へ行き、水質調査する仕事であった。山田は、水を保管する容器を持って、その温泉へ出かけた。泊まる為の代金は、貰っている。水を、容器に入れる。それから、一泊してから、水質を調査する、研究所へ行った。そして、水を提出して、金を受け取ってから、家に戻った。暇だった。暇なので、安田の家に行こうとしたが、留守だったので、仕方ないので、似内の家に行った。似内がいた。似内は言った「アレ以来、後悔なら、死んでからにしろ。とは、友人なんだ。お前もあいつと、友人になれよ。おもしろいぞ。何が面白いかって、次の、技を用意しているんだとよ。」山田「よし。」覚悟を決めた山田は、似内についていった。そしたら、後悔なら、死んでからにしろ。の家があった。後悔は、その中にいた。インターホンを押すと、出てきた。後悔なら死んでからにしろ　は　トウゴマの種で、煮出したお茶を、二人に振舞った。二人はそれを飲んだ。似内には通じなかった。山田は一度死んだ。それから蘇った。似内は、復活してきた、山田に言った「な、おもしろいだろ。」山田は言った「で？　新技というのは？　私今暇なんです。」後悔「てめえの技は、見飽きたぜ！」彼は、自宅を爆破した。三人は、ぶっとんだ。似内は、感想を述べた「後悔なら、死んでからにしろ。お前凄い馬鹿だな。」後悔なら、死んでからにしろ。は答えた「火災保険には入っている。」似内「なる程。それなら問題無いか。」ところで、似内は、死んだ人間を蘇生させる研究を、していた。後悔「これで、６つめだな。次は・・・、」似内「まだやるのか。」「いや、やめておこう。ところで、私はあの家を爆破しても、平気なんだ。何故か説明してやろうか？」似内「何故だ？」「私は王子なんだ。」似内「玉子か、玉子のまま腐った様な奴だがな。」後悔なら、死んでからにしろ「これは本当だ。」山田「まあ、王子なら、技６つしか使えなくても、仕方ないですね。王子ですので。なんで、八王子って、八王子なんでしょうね。」似内「つまり、天皇家なのか？」後悔「そうだ。」似内「こんな天皇家は嫌だ。って　感じの存在が、つまりお前だな。」後悔「後悔するなら、今のうちだぞ。そんな事言っていると、リンゴの種のスープ飲ませるからな。」似内「毒殺に凝っているという訳か。」山田「王子だから、名前無いんですか？　ところで、今の天皇陛下が死んだら、あなたの番ですか？」「いや、かなり外部だから、今の天皇陛下がしなはっても、私には、皇位継承権は、訪れない。」山田「それは、王子では無いのでは、無いでしょうか。」似内「無いのでは無いって、どっちなんだ？」山田「面倒な言語ですこと。王子では・・・無いんですか？」王子「それでも、王子だと断言する。」山田「７０でも王子になりますね。」王子「そうだ。私は王子だ。頭が高い。」山田は、土下座した。似内はしなかった「イブリースは、サジダしなかった。」王子「このイブリースめ。」似内は言った「王族など、死に絶えてしまえ。」王子「なんだと強羅？」彼は、別荘に、二人を連れて行った。そして、茶を入れた。今度のお茶も、トウゴマのお茶だった。つまりだが、王子―死んでから後悔しろ―は、この二人を、毒殺しようとおもって、別荘につれてきたのである。似内は、王子のお茶を、王子の顔にぶっかけた。王子は怒った「このイブリースめ！」彼は、ナイフを抜いて、似内に襲いかかった。似内は武器を破壊してから、王子の顔を殴った。王子は、尻もちをついた。山田はお茶を飲んで、そして、死んでしまった。山田はイスから落ちた。王子は言った「勘弁してくれ・・・」似内「学習能力の無い奴め。」さて、王子は言った。王子というか、皇族の血縁者なんだけど、略して王子にしている。「私は、結婚相手を探している。」彼は立ち上がり、倒れている山田を見た「こいつでいいや。」似内「お前が、山田とセックスしようとしているのを思うと、私もしたくなってきたぞ。」王子「じゃあ一緒にするか。」「そうだな。」二人は、山田を、王子の別荘の一室に連れ込んで、死姦した。山田はまだ死んでいたので、死姦。死姦していると、山田は目覚めた。山田は驚いた。「どういう状況ですか？」王子「セックス中だ。邪魔するな。」山田は、邪魔しないで、二人を見守った。二人は、山田の、生殖器の穴とか、尻の穴とかに、自分たちの生殖器を、一生懸命に入れていた。山田は、４つんばいになったので、見守る事は出来なくなった。心の目で見守った。心の目は、背中についている。ただ、似内は、途中でやめた。似内は言った「私はこういう趣味では無い。」死ぬなら、あの世で後悔しろ、は言った「私はこういう趣味だ。」山田は言った「ぜひ続行して下さい。」さて、似内は、どっか行ってしまった。山田と、死ぬなら、後悔はあの世でしろは、性行為を終えた。それから、後悔はあの世でしろ　は、山田を、高いビルの屋上に、連れて行った。山田は言った「此処で、第２ラウンドですか？」後悔あの世は答えた「似内は駄目な奴だよ。」山田「性行為を中断して、逃げたからですか？」「無論そうだよ。」今此処に、当然似内はいない筈である。後悔あの世は言った「山田、７つ目の技が、見てみたいとは思わないか？」山田「７つ目の技ですか・・・？」後悔あの世「私は、あなたみたいな、親の力を自分の力と、」山田「呪文長いな。ちゃんと、間違わずに言えよ。」後悔あの世「えーっと、多少間違えても問題ない。あなたの事が大嫌いです、ずっとずっとそうおもっていました。」山田「・・・」「くっ。これじゃ駄目か。あなたみたいに、親の力を、自分の力と勘違いしている、女が一番嫌いなんです。」山田「だから？」「故に死ね。」さて、山田は爆発した。爆発して、血液の煙になった。さて、彼は、下の自動販売機で、ジュースを二本買ってきた。一本のタブを開けて、中身を飲んでいた。やがて、山田が復活した。彼は、山田にジュースを渡した。山田は、蓋を開けて飲んだ、「さっきの呪文、死ね　じゃ　駄目なんですか？　あと、だから？　が　なかったら、どうするつもりだったんですか？」後悔あの世「無論あなたは、地獄の最下層に、幽閉されたであろう。」山田「期待を裏切った、罪でしょうか。ところで、あなたも多分何かを、勘違いなさっていますよ。多分ね。勘違いは多い。」「旧約聖書では、７は重要な数字である。」山田「７番目の技でしたね。」「しかし、黄泉の世界では、８が重要な数値である。何故なら、イザナミの持っている、雷神の数が、８つだからだ。次も、重要な技になるだろう。」山田「わかりました。」「訴えてやるから！」山田「はい。」山田は、爆発した。さっきから、相手を爆発させる技ばかりである。さて、彼は、持ってきた、携帯枕をしいて、寝始めた。山田は復活した。ところで、さっきから、山田が、血液を噴射してばかりいるので、後悔あの世は、血まみれになっている。後悔あの世は言った「いい加減、この血液をどうにかしないと、まずい。」「私の血液は毒液です。触れれば死ぬでしょう。」後悔あの世「では、私はすでに死んでいるというのか？」山田「ええ、死んでいますが、死んでいる事を、気づいてないだけです。」山田は、適当な冗談を言っているだけである。後悔あの世「駄目だな。８番目の技名はしょぼい。もっといい技名にしないと。」山田「では吟味して下さい。あなたは、詠唱時間が長くないと駄目なんですね。ですが、短くて、技名もかっこいいのが、一番いいです。」「帰ったら風呂入らないとな。」山田「そうですね。」「・・・決まった。全部親父がもみ消すからな。親父とは、天界の父、ホルムスタの事だ。」山田「え？」さて、ホルムスタの、下僕の男、３人が、天界から降りてきて、山田をボコボコに打ちのめした。それから、天界に帰っていった。山田「なかなか良かったですよ。今のは。」ちゃんとモンゴル民話覚えていた。一部は。後悔あの世「後悔なら、あの世でするがいい！」彼は、山田に飛びかかった。山田は、バリアーを張って応戦した。彼は、バリアーの裏側から、何事か攻撃をした。山田は殴られた。「これが標準攻撃だ。私の名前になっている訳で。」山田「一番目の技ですね。まあ、なかなかのものでしょう。なんだっけか。親の言いなりになっていると、山田は死ぬでしょうだっけか？」もう覚えてない。「あとは・・・あ訴えてやるから　だっけか。何処に訴えるんですか？」「家庭裁判所ではなくて、全部ホルムスタに任せるか。ホルムスタの法廷に訴える。私の勝ちだ。」山田「罪状はなんですか？」「山田だから。山田の存在そのものが罪。」山田「なかなか酷いですね。」「判決、ギロチンの刑！」さて、断頭台が出現した。山田は、取り押さえられ、首を、輪っかに嵌められた。そして、ギロチンの刃が降ろされた。首は切断された。さて、山田が復活するまで、時間を要した。ところで、絞首刑の方が、無駄な血液を、飛散させずにすむ。なので、絞首刑の方が好まれると考えられる。派手に殺したい場合に、ギロチンは用いられると考えられる。さて、私がほざいている間に、山田は復活した。山田は言った「飲み物下さい。」さて、二人は、ビルの下に降りていって、飲み物を買って、ビルの屋上に、戻ってきた。そして、飲み物を飲んだ。山田は言った「再生すると、水分を使うんです。」後悔「へー。そうなんだ。１０番目の技、触らないで！」山田は、弾け飛んだ。血液が飛散した。派手に死んだのである。やがて再生した。山田は言った「単純かつ、派手な攻撃でしたね。」後悔「ちょっと待っていろ。１１番目の技、吟味するからさ。」すると、似内が出てきた。彼は言った「私は、セックス否定派だ。その証拠を見せてやるぞ。トウゴマ野郎。」後悔「トウゴマ野郎なんて、褒め言葉にしかならないぞ。」山田「いきなり、喧嘩を始めましたね。」似内は、山田を指差した「山田、貴様も同罪だ。この同時挿入野郎。」山田「当初はあなたもしてましたよね？」似内「予定が変わったんだ。私の予定は、私の神が決めているからな、変更が起こるんだ。自分の意思で決めてないからな。」彼は、セックス否定派である、証拠を探した。思いつかなければならない。「たとえばこれだ。」彼は、占いセットを出した。占星術である。昔、占星術のおもちゃが、ラーメン屋に置いてあった事がある。そんな感じのものである。「しかし、占い方が、わからない。」後悔「後悔なら死んでからにしろ。」「恥しいよな？」山田「星座ってあるじゃないですか。」「なる程。では、私の星座を、射手座としておく。そして、この占いセットで、占った結果が、蟹座だとする。だからどうなんだぁあああ！！」彼は占いセットをしまった。山田「そうじゃなくて、射手座が何処に来るかが、問題になるんじゃないでしょうか。」全部、憶測である。さて、アッラーに従わない者は、全部憶測で、物を語る。私はそうである。似内「射手座が何処に来るのかわからない。以上。」彼はしまった。山田「・・・では続きをどうぞ。」似内「クソっ。無理だ。」山田「無理なんですか？」似内「無理だ。難し過ぎる。」山田「なら、黙って眺めてればいいんですよ。」似内「それはお断りだな。どうにかしなければ・・・」彼は、回転を始めた。行ったり来たりした。山田「それでどうにか、なるのですか？」似内「煩いな。ほっといてくれ。」山田「あなたから、出没したのに、ほっとけとは、何事ですか。」似内「一応あなたを、ナイフで串刺しにする事は出来る。やってみるか？」山田「ふむ。銃刀法違反ですよ。」似内「安心しろ。短いナイフしか持っていない。」山田「そうですか。」後悔「山田、見せつけてやろうぜ。つまり、今からセックスするのを、似内に見せるんだ。どうだ？」山田「まあいいでしょう。暇ですし、似内さんですし。」似内「この野郎。阻止するだけなら簡単だ。しかし、そうではない。阻止する手順が大事なんだ。えーっと・・・」彼は、扉を出現させて、その中に入っていき、扉を閉めてしまった。山田は感想を述べた「多分、勝手にやってろって意味でしょうね。」後悔「似内がいないと、やる気起きないな。」山田「私はやる気してますよ。」後悔「嘘だな。お前は嘘をついている。」さて、いなくなった似内は、何をしているのか？　似内は、阻止する方法を、探すところから、始めていた。歩いているうちに、似内の喉は、痛くなってきた。このプロセスが大事なのである。また新しい扉があった。似内は、その扉を開いて、中に入った。さて、似内は、第三の扉を開き、外に出た。そこは、屋内だった。他人の家の中だった。家主は寝ている。似内は、預金通帳を発見した。しかし、盗んでも、暗証番号がわからないので、無駄である。アレ？　そうだっけか？　暗証番号必要かどうか、刑務所に入っている間に、すっかり忘れてしまった。刑務所って酷い場所でしょう？　なので彼は、預金通帳を、そのままにしておいた。財布を探した。財布には、２万円入っていた。彼は、財布から、お札を抜き出して、ポケットに突っ込んだ。それから、扉を出現させて、山田と似内のところまで戻った。それから、２万円を、差し出した。「金やるから、セックスだけは勘弁してくれ。」山田と似内は、顔を見合わせた「まさか、こういう変化球で来るとは、思いませんでした。それに免じて、セックスは勘弁してやります。」と、山田は答えた。後悔なら、死んでからにしろは、答えた「そうだな。２万円正直欲しいし、いや、１万か、一人１万だからな。」彼は、１万受け取った。山田は、１万受け取った。さて、二人は、ビルから降りていった。そして、各々の家に向かって、あるきだそうとした。山田は言った「本当に、これで、いいんですか？」後悔は答えた「んー・・・、いや、これから家にいってやろう。」山田「家かー。いいよ。家の方が好きだからね。」さて、山田は、後悔を家に連れ込んだ、一方で、山田は言った「お願いだから、家では暴れないでね。」後悔は答えた「善処しよう。」
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さて、山田がいた。山田は友人を、家に、招いた。それから、その友人と、キスをした。山田は感想を述べた「これは、友人同士というんだろうか。」相手は、武田でした。武田は言った「親愛のキスだね。」山田「なる程。」さて、武田には、妖精の友人がいた。武田はありのまま、説明した。「私には、妖精の友人がいる。」山田は答えた。「妖精って、何?」武田「妖精とは、小さくて、羽根が4枚生えていて、空を飛んで、スカートはいている、存在だ。」山田「へー。何それ、おもしろい。」武田「妖精の家に、今から遊びに行くんだ。一緒に行かないか?」山田「うん、行く。」山田は、妖精の家に向かった。家の前まで来た。妖精の家には、扉が無かった。武田は、自分のヒゲを抜いて、それを、妖精の家に対し、吹き飛ばした。すると、土の中から、門が現れた。武田は、鍵かかってない、門の扉を開いた。言った「此処から入るんだ。」山田「へー、すごーい。」山田は、武田と共に、家に、入った。さて、妖精がいた。妖精は、武田を見ると、お茶の支度を始めた。3人は席についた。妖精は言った「さあ、お茶と、クッキーを用意した。食べなさい。ところで女、あなたは一体誰だね。」山田「山田です。」武田「山田は私の友人で、キスをする程度の関係だ。」妖精「私にも、キスをしてくれ。武田。」さて、武田は、飛び上がった、妖精の、小さなほほに、キスをした。妖精は、再び席についた。3人はお茶を飲んで、クッキーを食べた。それらは、完食された。妖精は言った「これから、図書館へ行くんだ。一緒に行かないか?」武田「私は既に、行くことになっている。」妖精「もし、山田、あなたが来ないのであれば、この家で待っているがいい。クッキーとお茶を、作って食べなさい。6時には、戻るであろう。」山田は答えた。「いいえ。私も図書館に、ついていきます。」3人は、高い太陽の下、歩いた。2時になっていた。さて、3人は、図書館の中に、入った。図書館は、石造りだった。空気は外気より、冷えていた。図書館のフロアは、上下では、6つに別れており、水平方向では、4つに別れていた。つまり、24つのフロアがある。この図書館は、有料であった。3人は、300円、各々入場料を、支払った。妖精と武田は、この国の歴史を、調べるつもりであった。二人は、そのコーナーに向かい、山田もついていった。二人は、本を読んでいた。山田も暇なので、近くにあった、歴史書を読んだ。さて、6時になったので、妖精と武田は、本を読むのを辞めて、一冊ずつ、本を借りた。山田も借りる事にした。借りた。ここの本は、30000円担保にしなければ、借りる事は出来ない。武田たちは、合計、9万円担保にして、3冊本を借りた。それから、暗い道を、家に戻った。武田は言った。「私は今夜は、妖精の家に、泊めて貰う。あなたもそうするといい。」山田は答えた。「うん。お願いします。」山田は、妖精の家にある、客用のベッドで寝た。
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山田がいた。山田は歩いていた。山田は家を出た。山田は村民であった。村の入口には、2匹の馬を飼育している、男がいる。山田は、その、馬に農作業させている男に、挨拶をした。山田は言った「おはようございます。」男は答えた「もう夕方だよ。」山田は答えた「私は、目覚めたばかりです。」そんな山田の家に、今日は、一人の客が来ていた。身長は、2ｍ以上はあるだろう。客は言った「インディアンポーカーしよう。」さて、山田は勝負に負けた。客は、山田を、クシャクシャに丸めて、ポケットに押し込んだ。それから、自分の家へ戻っていった。彼の家は、森の奥にある、豪邸である。彼は、羊の奴隷を一匹飼育しており、その雄羊は、下男であった。屋敷の管理人でもあった。さて彼は、自宅に入って、書斎までやってきた。それから、ポケットに入っている、山田を取り出して、広げた。すると、山田は元に戻った。客、、、武田は、山田に言った。彼は、山田を指差して言った「貴方を、私の妻にする。」山田は答えた「私なんかで、いいんですか?」武田は答えた「私はハーレムが大好きだ。つまり、山田でも構わない。精度より、数が大事だ。」山田「あの勝負、私が勝ったら、一体何が、貰えたんでしょうか。」「山田に勝てる筈無いだろう。最初から何も、考えておらんわ。ま、200万円で如何かな。さしずめ。」山田「私は丁度、夫を募集していました。負けて正解だったかも、知れません。」さて、山田は、普通に、武田の屋敷で生活していた。夫婦なので、当然性行為は何度も行った。それはそれとして、武田は、命を狙われていた。武田はある日、山田に軍事訓練を、施し始めた。武田屋敷には、対空砲がついていた。武田は、山田に説明した。「下男が一人いるが、私は彼には戦わせない様にしているんだ。古代ローマ人は、奴隷にも戦争を、手伝わせていた。私は下男には、戦争手伝わせない事にする。なので山田、代わりに妻に、戦って貰う。」山田「わかった。」武田「この機器は、対空砲の一種だ。こうやって動かし、弾を込める。それから、こうやって発砲する。」彼は、対空砲を発射した。「このタイプは、対空射程は、5000ｍある。望遠鏡がついているから、これを見て狙うんだ。追尾性能もある。」山田「わかりました。」「この対空砲は、爆撃機対策なんだが、有効対空射程が、5000ｍしかない。こっちに来てくれ」武田は、次の場所へ、山田を案内した。「これも対空砲の、操作器具だ。こちらで操作出来るものは、有効射程、10000ｍとなっている。」山田「こっちだけで、十分では無いですか?」武田「いや、もったいないからさ、残してあるんだ。旧式も。」山田「旧式だけは、下男さんにも、使わせればどうですか?」武田「こちらの新式は、20門が一斉に、一箇所へ火を吹く、設計になっている。外すと困るからね。対空砲は以上だ。次は、地上戦の砲台説明する。地上用は、機銃もある。」山田は、全ての説明を、受けた。「銃は、歩兵を殺すのに使う。砲弾は炸裂する。これは、戦車に使ったり、遠くの歩兵に使う。あと何か、必要な兵器はあるか?」山田「はい。銃は敷地内の近距離に使えますし、、、あとは、屋内に侵入した敵に対しては?」武田「壁を見てくれ。」彼は、壁から、バトルアックスを取り外した。「これは例えば斧だが、これで攻撃する。ライフル、マシンガン、鈍器、色々ある。壁に、立て掛けてあるから、取り外して使ってくれ。」山田「敵も使えるのでは、、、?」武田「いや。マスターキーがある。施錠されているんだ。」山田「なる程。」武田「マスターキー渡しておく。私も別に持っているから、それ、専有していいぞ。」山田「ありがとうございます。」正確に言うと、マスターキーじゃなく、全て鍵Aであるのだが、マスターキーと呼ぶ事にする。さて、敵が攻めてきた。警報が作動した。武田も山田も、配備した。そして望遠鏡で、敵を探した。

68、私が歩いていると、恐ろしい姿をした、獣が現れた。その獣は、2本脚で、立ち上がってから、私を殴ってきた。私は、50ｍ程度飛ばされてから、壁に叩きつけられた。獣は喋った「あなたの名前は、山田です。私は山田を、殺すために、生まれたのです。」私は立ち上がった。それから、振り返って、逃げ出した。私は走った。私は体力が無い。私は息切れした。体温は高かった。今日は、暑い。私の平熱は、36.5度だ。この分だと、37度になってそうである。私は転んだ。さて、獣は、私の頭を、握ってきた。私は、頭で持ち上げられた。獣は背が高い。私は、首でぶら下がった。すぐ、私の首は、骨折して、呼吸出来なくなる。息が苦しい。私の気が遠くなる。獣は、私を、床に叩きつけた。私の首は、折れる。しかし、私は死なない。獣は言った「山田を殺すのは、困難である。きっと、プロセッサーで、ミンチお肉にしても、復活するであろう。厄介な奴だ。」